
  

第
三
十
二
回 

三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
トin
東
三
河 

 

【
平
成
六
年
か
ら
毎
年
、
五
十
七
市
町

村
と
三
県
、
関
係
の
国
機
関
、
経
済
団
体

が
一
堂
に
会
し
て
三
遠
南
信
地
域
の
将

来
像
を
語
り
、
実
現
の
た
め
の
取
り
組
み

の
具
体
化
を
目
的
に
開
催
】 

一
月
二
十
七
日
、
三
遠
南
信
地
域
連
携
ビ

ジ
ョ
ン
推
進
会
議
（SE

N
A

）
は
豊
橋
市
内 

       

の
ホ
テ
ル
ア
ソ
シ
ア
豊
橋
、
穂
の
国
豊
橋

芸
術
劇
場
、
ホ
テ
ル
ア
ー
ク
リ
ッ
シ
ュ
豊

橋
の
三
会
場
で
開
い
た
。
三
河
・
南
信
州
・

遠
州
の
三
圏
域
な
ど
か
ら
四
百
四
十
四

人
が
集
ま
り
、
「
地
域
の
強
靱
化
を
考
え

る
～
連
携
の
再
確
認
～
」
を
テ
ー
マ
に
意

見
交
換
、
共
動
の
き
っ
か
け
を
探
っ
た
。 

 
 

こ
の
会
議
に
は
、
鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保

存
会
、
三
遠
南
信
住
民
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
協

議
会(
東
三
河
代
表
幹
事)

と
し
て
、
小
山

舜
二
は
午
前
中
の
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
、
午

後
の
第
二
分
科
会 

多
様
な
主
体
で
取
組

む
「
広
域
的
な
共
助
」
に
つ
い
て
に
参
加
、 

そ
の
要
約
を
纏
め
る
と
、
昨
年
一
月
の

能
登
半
島
地
震
を
は
じ
め
と
す
る
地
震

が
各
地
で
頻
発
し
、
南
海
ト
ラ
フ
巨
大
地

震
が
三
十
年
以
内
に
発
生
す
る
確
率
が

八
割
程
度
に
引
き
上
げ
ら
れ
た
状
況
下

に
、
防
災
と
減
災
を
柱
と
し
た
持
続
可
能 

な
地
域
づ
く
り
を
考
え
、
共
助
の
基
本
と

な
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
官
民
連
携
、

広
域
連
携
に
つ
い
て
の
議
論
を
目
指
す

こ
と
を
テ
ー
マ
に
意
見
交
換
し
た
。 

「
住
民
セ
ッ
シ
ョ
ン
」
に
は
三
十
五
人
が

参
加
し
、
「
防
災
と
減
災
に
つ
な
が
る
地

域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く
り
と
三
遠
南
信

連
携
」
を
テ
ー
マ
に
東
三
河
の
四
組
に
よ

る
事
例
発
表
が
あ
っ
た
。 

➀ 

東
栄
町
の
プ
ロ
創
作
和
太
鼓
集
団

「
志
多
ら
」
代
表
取
締
役
の
大
脇
聡
さ
ん

は
、
三
十
世
帯
の
東
薗
目
地
区
で
暮
ら
す
。

事
例
発
表
で
は
、
台
風
の
影
響
で
通
行
止

め
に
な
っ
た
道
を
住
民
が
力
を
合
わ
せ

て
復
旧
さ
せ
た
経
験
を
振
り
返
り
「
災
害

を
自
分
ご
と
と
し
て
考
え
、
防
災
意
識
を

常
に
持
ち
、
知
っ
て
お
く
こ
と
が
防
災
の

一
番
肝
心
で
あ
る
。
祭
り
な
ど
の
近
所
付

き
合
い
は
過
疎
地
域
で
暮
ら
す
人
に
と

っ
て
、
心
の
安
心
材
料
に
も
な
る
の
で
は

な
い
か
」
と
発
表
し
た
。 

大
脇
さ
ん
の
事
例
発
表
の
中
で
、
過
去

に
雪
害
で
孤
立
し
た
こ
と
を
契
機
に
集

落
自
立(

生
活
道
路
確
保)

を
視
野
に
グ

レ
ー
ダ
ー(

建
機)

を
集
落
で
購
入
し
、
非

常
時
対
策
を
講
じ
て
い
る
こ
と
に
興
味

を
得
た
。 

② 

新
城
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
事
務
局
長
の

佐
藤
典
生
さ
ん
は
、
学
校
な
ど
公
共
施
設

の
屋
根
を
借
り
て
太
陽
光
発
電
パ
ネ
ル

を
設
置
し
、
非
常
用
電
源
を
設
置
の
事
例

を
報
告
。 

意
見
交
換 

意
見
交
換
で
私(

小
山
舜
二)

は
、
奥
三

河
、
南
信
州
、
北
遠
州
な
ど
、
中
山
間
地

の
ほ
ぼ
全
域
が
森
林
率
八
十
㌫
を
超
す

限
界
集
落
で
小
学
校
は
廃
校
、
公
共
施
設

も
住
民
減
少
か
ら
ほ
と
ん
ど
が
撤
退
。
災

害
時
の
避
難
場
所(

ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ)

も
校
区
外
の
遠
方(

我
が
家
か
ら
約
七
キ

ロ)
が
避
難
場
所
に
指
定
さ
れ
て
お
り
、

現
状
、
山
間
地
の
集
落
は
崖
崩
れ
、
地
滑

り
地
帯
に
指
定
さ
れ
て
い
る
箇
所
が
多

く
、
災
害
、
緊
急
時
の
避
難
は
「
絵
に
描

い
た
餅
」
に
等
し
い…

と
発
言
。
ま
た
、

常
日
頃
の
集
落
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
大
切

さ
、
イ
ン
フ
ラ
対
策
と
し
て
各
戸
に
発
電

機
の
設
置
等
々
を
提
案
し
た
。 

第
二
分
科
会
の
冒
頭
で

SENA

会
長
の

中
野
祐
介
浜
松
市
長
は
「
大
規
模
災
害
に

備
え
て
地
域
を
強
く
す
る
必
要
が
あ
る
。

安
心
し
て
暮
ら
せ
る
三
遠
南
信
を
目
指

し
、
新
た
な
連
携
の
道
筋
を
見
出
せ
た
ら
」

と
挨
拶
。 

【
知
っ
得
】 

三
遠
南
信
自
動
車
道
は
、
長
野
県
飯
田

市
の
中
央
自
動
車
道
を
起
点
と
し
て
、
静

岡
県
浜
松
市
浜
名
区
引
佐
町
に
至
る
延

長
約
１
０
０
㎞
の
高
規
格
幹
線
道
路
で

中
央
自
動
車
道
、
新
東
名
高
速
道
路
と
連

結
し
、
三
遠
南
信
地
域
の
交
流
促
進
、
連

携
強
化
お
よ
び
奥
三
河
・
北
遠
州
・
南
信

州
地
域
へ
の
高
速
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
災

害
に
強
い
道
路
網
の
構
築
、
地
域
医
療
サ

ー
ビ
ス
の
向
上
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
地
域

の
秩
序
あ
る
開
発
、
発
展
に
寄
与
す
る
重

要
な
道
路
で
あ
る
。 

道
路
法
第
４
６
条
第
３
項
の
規
定
で

延
長
５
０
０
０
ｍ
以
上
の
長
大
ト
ン
ネ

ル
は
危
険
物
を
積
載
す
る
車
両
の
通
行

を
禁
止
さ
れ
て
い
る
が
、
三
月
二
日
に
完

成
式
が
行
わ
れ
る
青
崩
れ
ト
ン
ネ
ル
は

４
９
９
８
ｍ
で
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
通

行
が
可
能
で
あ
る
。(

恵
那
山
ト
ン
ネ
ル

は
上
り
線
８
６
４
９
㍍
、
下
り
線
は
８
４

８
９
㍍
で
タ
ン
ク
ロ
ー
リ
ー
の
通
行
不

可)

。 

飯
田
市
南
信
濃
～
浜
松
市
天
竜
区
水

窪
町
間
の
移
動
は
現
在
、
約
四
十
分
を
要

す
る
兵
越
峠
越
え
の
ル
ー
ト
し
か
な
い

が
、
青
崩
峠
ト
ン
ネ
ル
の
開
通
後
は
七
、

八
分
と
移
動
時
間
が
劇
的
に
短
縮
さ
れ

る
な
ど
の
メ
リ
ッ
ト
が
大
き
い
。 

第
三
十
三
回
三
遠
南
信
サ
ミ
ッ
ト
は

長
野
県
飯
田
市
で
開
催
予
定
。 

四
谷
の 

 
千
枚
田
だ
よ
り 
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Ｊ
Ａ
愛
知
東
こ
ど
も
農
学
校 

開
校
二
十
周
年
記
念
式
典 

 

 

小
学
生
に
食
と
農
の
大
切
さ
を
伝
え

る
。 

Ｊ
Ａ
愛
知
東
の
体
験
イ
ベ
ン
ト
「
こ

ど
も
農
学
校
」
の
二
十
周
年
記
念
式
典
が

二
月
一
日
、
Ｊ
Ａ
本
店
で
あ
り
、 

本
年
度

の
参
加
児
童
や
有
教
館
高
校
な
ど
の
関

係
者
ら
約
百
人
余
り
が
出
席
し
た
。 

学
校
長
の
海
野
文
貴
組
合
長
は
「
ご
飯

を
い
た
だ
く
前
に
農
家
や
父
母
に
感
謝

す
る
子
供
に
育
っ
て
ほ
し
い
と
願
い
、
こ

れ
か
ら
も
続
け
て
い
く
」
と
挨
拶
。
来
賓

の
元
組
合
長
河
合
勝
正
さ
ん
は
平
成
十

七
年
、
長
野
県
北
信
州
の
み
ゆ
き
農
協
を

視
察
、
そ
こ
で
、
子
ど
も
た
ち
の
活
気
に

あ
ふ
れ
、
は
つ
ら
つ
と
し
た
姿
に
感
動
。

「
子
供
た
ち
が
農
業
へ
の
関
心
を
抱
く

こ
と
、
ま
た
職
員
も
農
業
に
直
接
携
わ
る

こ
と
で
農
協
職
員
本
来
の
資
質
向
上
に

繋
が
る
こ
と
を
視
野
に
こ
ど
も
農
学
校

開
校
に
至
っ
た
。
」
と
挨
拶
が
あ
っ
た
。 

開
校
二
十
周
年
記
念
講
演
は
内
閣
府

地
域
活
性
化
伝
道
師(

鞍
掛
山
麓
千
枚
保

存
会
長)

小
山
舜
二
が
「
地
域(

む
ら)

の

宝
」
～
四
谷
の
千
枚
田 

地
域
活
性
化
に

向
け
た
取
り
組
み
～
と
題
し
て
ス
ラ
イ

ド
と
配
布
し
た
資
料
を
も
と
に
四
谷
の

千
枚
田
を
中
核
と
し
た
地
域(

む
ら)

づ

く
り
三
十
四
年
を
振
り
返
り
、
講
演
し
た
。 

 
 

続
い
て
、
二
十
年
間
の
活
動
を
映
像
で

振
り
返
っ
た
後
、
昼
食
で
は
こ
ど
も
農
学

校
の
修
学
旅
行
で
恒
例
の
カ
レ
ー
ラ
イ

ス
を
味
わ
っ
た
。
こ
ど
も
農
学
校
に
は
新

城
、
設
楽
、
東
栄
、
豊
根
の
四
市
町
村
の

小
学
三
年
生
～
六
年
生
が
一
年
を
通
じ

て
米
や
野
菜
の
植
え
付
け
、
収
穫
な
ど
を

体
験
。
こ
れ
ま
で
延
べ
千
三
百
十
六
人
が

参
加
、
卒
業
し
た
。
卒
業
生
に
は
農
業
従

事
者
や
農
協
職
員
も
い
る
と
い
う
。 

愛
知
県
副
知
事
千
枚
田
を
訪
問 

 

一
月
三
十
日
、
牧
野
利
香
愛
知
県
副
知

事
が
四
谷
の
千
枚
田
を
訪
問
。
そ
の
対
応

を
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。 

 

牧
野
副
知
事
は
初
め
て
見
る
冬
枯
れ

の
千
枚
田
を
見
て
、
「
緑
鮮
や
か
な
時
期

に
再
度
訪
れ
た
い
」
と
、
お
言
葉
を
掛
け

ら
れ
た
。
副
知
事
に
は
「
生
物
多
様
性
国

際
会
議(

C
O
P
10
)

の
愛
知
県
・
名
古
屋
市

開
催
招
致
に
『
四
谷
の
千
枚
田
』
が
愛
知

の
里
山
と
し
て
貢
献
し
た
こ
と
、
ま
た
、

C
O
P
1
0

を
契
機
に
住
民
が
生
活
環
境
を
再

認
識
、
洗
剤
、
生
活
雑
排
水
な
ど
、
環
境

意
識
の
高
揚
の
き
っ
か
け
と
な
っ
た
。
」

な
ど
と
説
明
。
副
知
事
は
今
回
のCOP

に

参
加
し
た
こ
と
を
お
話
さ
れ
た
。 

 
 

八
月
初
旬
ご
ろ
、
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。 

稲
作
勉
強
会 

 

二
月
七
日
、
連
谷
会
館
に
お
い
て
令
和

六
年
度 

中
山
間
地
域
等
直
接
支
払
制
度

四
谷
集
落
協
定
構
成
員(

村
雲
伸
一
代

表)

の
稲
作
勉
強
会
が
Ｊ
Ａ
愛
知
東
営
農

部
営
農
セ
ン
タ
ー
高
木
勤
係
長
を
講
師

に
開
催
さ
れ
た
。 

 

高
木
係
長
は
集
落
協
定
五
期
加
入
か

ら
毎
年
、
稲
作
勉
強
会
の
講
師
に
招
き
、

四
谷
の
千
枚
田
の
豊
作
に
寄
与
し
て
頂

い
て
い
る
ベ
テ
ラ
ン
で
す
。 

今
回
は
稲
作
情
報
～
昨
年
産
を
振
り

返
り
～
と
題
し
て
丁
寧
な
説
明
が
な
さ

れ
た
。
ま
ず
、
昨
年
は
収
量
の
低
下
や
、

白
未
熟
粒
の
多
発
に
よ
る
品
質
の
低
下

が
多
く
見
ら
れ
た
。
主
な
原
因
と
し
て 

一
、
長
期
的
な
高
温
の
影
響 

➀ 

開
花
時

の
高
温(

開
花
時
に
三
十
四
～
三
十
五
℃

を
超
え
る
と
不
稔
籾
が
増
加
す
る) 

② 

出
穂
期
以
降
の
高
温(

登
熟
期
間
中
に
平

均
気
温
が
二
十
七
℃
を
超
え
る
と
登
熟

不
良
・
白
未
熟
粒
が
増
加
す
る) 

二
、
紋

枯
病
の
発
生
に
よ
る
、
登
熟
不
良
・
白
未

熟
粒
の
助
長(

高
温
に
よ
る
紋
枯
れ
病
の

発
生
が
新
城
な
ど
の
平
坦
地
で
は
圃
場

全
面
が
枯
れ
上
が
っ
た
田
ん
ぼ
が
見
ら

れ
た
が
、
千
枚
田
は
中
山
間
地
で
高
温
に

よ
る
紋
枯
れ
病
の
被
害
は
無
か
っ
た) 

三
、
中
干
に
つ
い
て
は
圃
場
の
土
中
の
硫

化
水
素
を
放
出
す
る
機
能
が
あ
る
こ
と

か
ら
、
実
施
を
望
む
。
以
上 

概
略 

ホ
ッ
ト
な
お
誘
い 

 

地
元
鳳
来
寺
小
学
校
五
年
生
は
校
外

学
習
の
一
環
と
し
て
四
谷
の
千
枚
田
で

稲
作
体
験
や
自
然
観
察
な
ど
を
学
習
の

場
と
し
て
い
る
。
本
年
も
学
習
発
表
会

(

感
謝
す
る
会)

が
二
月
十
四
日
に
行
わ

れ
る
。
そ
の
子
ど
も
た
ち
の
学
習
の
成
果

発
表
会
に
お
誘
い
頂
い
た
。 

招
待
文=

い
つ
も
田
ん
ぼ
の
こ
と
を
教
え

て
く
だ
さ
り
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。
代
か
き
の
時
に
楽
し
く
な
り
す
ぎ
て

ど
ろ
ど
ろ
で
泳
い
だ
こ
と
と
、
小
山
さ
ん

と
手
を
つ
な
い
で
足
踏
み
し
た
こ
と
が

一
番
の
思
い
出
で
す
。
学
習
発
表
会
で
四

谷
の
千
枚
田
の
こ
と
を
発
表
す
る
の
で

ぜ
ひ
来
て
下
さ
い
。 

五
年 

椙
丘
月
愛 

                        

行 
 

令
和
七
年
二
月
十
五
日 

   
 

鞍
掛
山
麓
千
枚
田
保
存
会 

発 
 

文  

責 

小 

山 

舜 

二 


